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1 . はじめに
子ども発達支援室の主たる業務は, 関係諸機関との連
携にもとづく地域支援である. 具体的に 2013 年度に実
施した業務はメンタルフレンド派遣事業, 特別支援ボラ
ンティア派遣事業の２つである. これらの派遣事業では,
多くの学生がボランティアとして, 適応指導教室や小学
校での支援に直接かかわっている. そのため, ボランティ
ア学生へのきめ細かなサポートや関係諸機関との密な連
絡が必要とされ充実に努めているが, 限られたスタッフ
での対応の難しさもある. 以下に, 2013 年度の各事業
の内容及び課題について報告する.
2 . メンタルフレンドの派遣
1996 年度から制度化された, 不登校等児童に対する
本学のメンタルフレンド派遣事業は, 2013 年度で 18 年
目を迎えた. 子ども発達支援室における派遣は, 2009
年度をもって家庭への個別派遣を終了し, 2010 年度よ
り地域の適応指導教室等における集団活動への派遣と一
本化された.
2013 年度の主な派遣先は, 引き続き依頼のあった,
武豊町適応指導教室, 半田市適応指導教室, 美浜町適応
指導教室, 本学付属高校の 4か所であった.
ａ. 事業内容
学生への募集は, 4 月に学内の掲示板や講義などを通
して呼びかけ, 5 月にはメンタルフレンド活動への理解
を深めてもらえるよう ｢登録前の事前研修会｣ を２回行っ
た (登録希望者はどちらか１回に参加). 事前研修会で
は, 2008 年度から各適応指導教室の先生にお越し頂き,
教室の雰囲気, 活動に求めることなどをお話してもらっ
ている. このような募集を通して, 合計 41 名 (男子学
生 6名, 女子学生 35 名) の学生が登録した.
登録をした学生には, 研究員がまず個人面接を行った.
個人面接では, 学生それぞれの個性を知るとともに, 活
動可能な時間, 希望する活動形態などを確認した. 更に,
YG性格検査を実施し, より学生の個性を理解するよう
努めた. これらの情報と, 派遣先の特徴や要望とのマッ
チングを行い, 派遣先を決定した.
2013 年度の派遣状況を表１に示す. 派遣した学生は
合計 21 名 (武豊町適応指導教室には 4 名, 半田市適応
指導教室には 7名, 美浜町適応指導教室には 5名, 付属
高校へは 5名) であった.
それぞれの活動回数については表 2に示すとおりであ
る.
活動は基本的に毎週もしくは隔週のペースで, 同じ曜
日・時間帯に行った. 活動を開始した学生には, 活動日
ごとの報告書の作成, 更に定期的な (活動頻度にもよる
が月に一回程度) 個別のスーパービジョン (以下 SV)
を受けることを義務付けた. SV では, 報告書をもとに
活動を振り返り, 学生が感じる疑問や不安, 気づきにつ
いて話し合い, 指導を行った. 更に, 2 月に ｢活動報告
会｣ を開催し, 活動する学生同士の体験からの学び合い
を目指すとともに, 活動をしていない登録者にも学習の
場となるよう参加を募った.
また, 派遣先との連携を図るため, 4 月には, 各適応
指導教室の先生方に本学までお越しいただき, 派遣人数
や活動内容等の要望をお伺いし, 意見交換を行った.
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表 1 2013 年度メンタルフレンド派遣状況
派 遣 先 派遣人数
武豊町適応指導教室 (武豊町字砂川) 4 (女 4)
半田市適応指導教室 (半田市桐ヶ丘) 7 (男 1 女 6)
美浜町適応指導教室 (美浜町大字北方) 5 (女 5)
付属高校 学習室 5 (男 1 女 4)
派遣学生合計 21
＊登録者数 41 名
派遣を開始してからは, 研究員が各適応指導教室へ
1～2 回訪問し, 教室内の子どもたちの状況や学生の活
動の様子を先生方からお聞きした. また, 普段は電話連
絡等を通した情報交換することで活動を支える関係作り
に努めた.
ｂ. 振り返りと今後の課題
2013 年度も, 41 名という多くの学生が, メンタルフ
レンドの活動に興味を持ち, 学びたい, また役に立ちた
いという思いのもと, 登録を行った. 派遣された学生は,
21 名とおよそ半数であった. スケジュール等の都合で
活動のチャンスを得られなかった学生にも, 活動報告会
の参加を呼び掛けるなど, 学びの機会を引き続き提供し
ていく必要性を感じる.
派遣の開始時期については, これまでも各教室の状況
を伺いながら, 調整を行ってきた (表 2).
2013 年度は, 4 月から既に教室に在籍する子どもたち
が出始め, そのような教室から ｢メンタルフレンドの派
遣をこれまでより早めてもらえないか｣ という要望があっ
た.
前年度から活動を継続する学生と比べ, 新規派遣の学
生は, 派遣のコーディネート (個人面接, 派遣決定後の
ガイダンス, 教育委員会への報告等) に時間がかかって
しまう. 2013 年度は, 派遣の開始時期を, 継続と新規
の２段階に分け, 継続学生には, 派遣できる者から先に
活動を始めてもらうことで対応することにした. 今後も,
各教室の要望, 教室に通う子どもたちの状況をなるべく
踏まえ, 派遣の調整を柔軟に行えるよう工夫していきた
い.
活動を開始したメンタルフレンド学生の中には, より
繊細な対応が必要とされる場面を体験した者もいた. そ
れは, 教室外でのプライベートな繋がりを求められたり,
家庭の事情など複雑な思いを個人的に打ち明けられたり
と, 子どもたちとの距離感に戸惑うことであったり, ま
た, 子どもの精神的な状況に, より敏感な配慮が求めら
れたことでもあった.
学生たちは, 教室の先生方とよく話をし, また SVで
状況や感情を整理しながら, 子どもへの理解を深め, 落
ち着いた対応ができていたように感じられる. 事前のガ
イダンス研修会で学んだ内容を覚えていたことも, 心の
準備ができ安心感に繋がったようであった.
SVについては, 2013 年度も, キャンセルを続け敬遠
しがちな学生がいた. しかし一方, 就職決定の報告をし
てくれた学生の中には, ｢SV でいろんなことを言葉に
してきたから, 鍛えられてたみたい｣ と話す者もいた.
メンタルフレンド学生には, 卒業してから, 心理や福祉
の専門職として働く者も多い. 子どもたちへの支援だけ
ではなく, 学生の成長のためにも, SV を受ける目的や
意味をしっかり伝えていきたい.
2013 年度の新たな検討事項として, メンタルフレン
ド学生が行う ｢不登校｣ をテーマにしたレポートや卒業
論文についての問題があった. 活動を重ねる中で, 不登
校や適応指導教室について, より深く学びたいという思
いに至る学生は多く, 中には, 教室の子どもたちの個人
的な悩みの背景に興味を持つこともある. 守秘義務の問
題はもちろんであるが, 子どもたちの気持ちを軽視しな
いよう, 対応を注意深く考えていきたい.
派遣先の先生方には, 学生の活動はもとより, 生活や
進路のことまで大変温かく見守って頂き, 2013 年度の
活動にも概ね肯定的な評価を頂いたように感じる. また,
教室に通う子どもたちのご家族から ｢メンタルフレンド
さんがいたから楽しみに通うことができました｣ と, 有
難い言葉を頂いたこともあった.
今後も, 教室に通う子どもたちへの間接的支援と, 学
生の成長の両方を視野に, 研究員として学生へのサポー
トをしていきたい.
日本福祉大学子ども発達学論集 第 7号 2015 年 1 月
― 72 ―
表 2 2013 年度メンタルフレンド活動回数
派遣先 活 動 回 数 (のべ)
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
武 豊 ― 3 5 5 0 5 8 10 6 7 4 1 54
半 田 8 9 5 10 0 10 11 16 10 9 10 1 99
美 浜 ― ― ― ― ― ― 8 10 5 6 6 3 38
付 属 ― ― ― ― ― 2 8 8 10 6 10 4 48
合 計 8 12 10 15 0 17 35 44 31 28 30 9 239
3 . 特別支援教育ボランティアの派遣
本事業は, 何らかの配慮やサポートが必要な児童のい
るクラスへ, 学生ボランティア, いわゆる特別支援 ｢学
生｣ 支援員を派遣するものである. 2008 年度から半田
市教育委員会との協議の上試行され, 2009 年度より正
式に開始されたものであり, 今年度で 5年目を迎えた.
2013 年度の主な派遣先は, 引き続き依頼のあった, 有
脇小学校, 亀崎小学校, 雁宿小学校, 宮池小学校の 4校
であった. このうち, 宮池小学校には, 前年度と同様に,
聴覚障害を持つ児童を支援するため, 手話が可能な学生
も派遣した.
ａ. 事業内容
学生への募集は, メンタルフレンドと同様, 4 月に学
内の掲示板や講義を通して行い, 5 月には, 活動への理
解を深めてもらえるよう ｢登録前の事前研修会｣ を開催
した.
このような募集により合計 29 名 (男子学生 3 名, 女
子学生 26 名) の学生が登録を行った. 学生の講義等ス
ケジュールを検討した結果, 派遣に繋がったのは 18 名
であった. 派遣状況の詳細は表 3に示すとおりである.
活動は基本的に, 同じ曜日・時間帯に毎週行った. 活
動を開始した学生には, メンタルフレンドと同様, 活動
ごとの報告書の提出と, 定期的な SV (活動頻度にもよ
るが月に１回程度) を義務付け, 学生の活動状況の把握
やサポートを行った.
また, 2 月には ｢活動報告会｣ を行い, 支援の必要な
子どもに対する理解を深めたり, 学生の不安や疑問を話
し合ったりする場とした. 活動者同士の学び合いを目指
すとともに, まだ活動をしていない登録者にも, より具
体的な学習の機会になるよう参加を呼びかけた.
派遣先との連携を図るため, 4 月には, 半田市内の小
学校において, 派遣先小学校の担当者, 教育委員会担当
者, 子ども発達支援室の担当者の顔合わせを含めた打合
せを実施した. この打ち合わせは 2011 年度からの試み
である. 派遣人数や活動内容など各小学校の要望をお伺
いし, 研究員からは, 本事業の目的, また配慮をお願い
したい点について確認をした.
また, 研究員が後期に１回, 各小学校を訪問し, 学生
の活動の様子, 対象となる児童の様子を伺い, 問題点や
改善点についてご相談させて頂いた.
ｂ. 振り返りと今後の課題
学生の活動に対して, 今年度も概ね肯定的な評価を頂
いた. 小学校の先生方には, 学生の熱意を温かく見守っ
ていただき, 現場の先生方のご指導の仕方を見せていた
だくことで多くの学びの機会を頂いた.
前年度, 各小学校へ配慮をお願いした以下の 3点につ
いては, 引き続きお願いをした.
① 学生のクラスへの配置ついて
特別支援教育ボランティアとして, 児童への理解を深
めていくには, 対象児童への継続的なかかわりが望まれ
るため, できるだけ, 同じクラス, 同じ児童を担当でき
るようにしていただく.
② 担任の先生に学生が質問する時間の確保
学生にとって, わからないことやとまどったことが多
くある中, 担任の先生にお尋ねしたいがその時間がなか
なか取れないのが現状である. その日のうちに質問でき
なかった時は, 後日改めて先生のご都合を聞いてお尋ね
するなど, 工夫が必要である.
③ 担任の先生が不在の時の活動について
特別支援教育ボランティアは, 教員養成のためのイン
ターンシップとは異なる目的で行う活動である. そのた
め, 先生が不在な中で長時間クラスを任されるような場
面は, 学生に責任を負いきれない可能性がある. 児童の
安全も考え, 必ず先生の監督の元で活動ができるようお
願いする.
以上の点については, 特別支援コーディネート担当の
先生の異動などがあるため, 4 月の打合せ会で, 共通認
識を持つことが今後も必要であると考えている. また,
コーディネーターの先生だけでなく担任の先生にも周知
されているかどうかはその都度確認する必要があると感
じた. 今後も, このような年度ごとの働きかけは続け
ていきたい.
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表 3 2013 年度特別支援教育ボランティア派遣状況
派 遣 先 派 遣 人 数
亀崎小学校 3 (男 0 女 3)
雁宿小学校 4 (男 1 女 3)
有脇小学校 3 (女 3)
宮池小学校 8 (女 8)
派遣学生合計 18
＊登録者数 29 名
この活動を希望する学生は, 将来, 特別支援学校の教
員を目指すものが多く, 活動への意気込みも強い. その
ため, 活動を実際に始めてみて, 自分自身の限界や, 児
童を取り巻く環境への疑問を感じ, 理想と現実の折り合
いに悩むことがよくある. たとえば, 交流学級への付き
添いを行なった時に, 担任の先生やクラスの子との関わ
りに疑問を感じたが, ボランティアの立場では何もでき
なかったと悔やむ姿や, 特別支援教育ボランティアであ
りながら, 保健室登校児童に対しメンタルフレンドのよ
うな関わりを求められたが, 本来の目的と違っているの
ではないかと自問自答する姿などであった.
達成感は継続的な支援の先にあるものであり, 試行錯
誤すること自体が活動である. 今後も, 学生の理想と現
実の間の揺らぎをフォローしつつ, 不全感や不安感とも
向き合えるようサポートを続けていきたい. また, 学生
が自分の限界を感じて, やむを得ず活動を辞退すること
になっても, 誠意ある対応ができるような指導を心がけ
たい.
4 . その他の活動
2012 年度まで子ども発達支援室の主要事業の一つと
して ｢知多地域における障害児等療育支援事業への協力｣
をあげていた. しかし事業所の担当者や子ども発達支援
室の運営委員の変更などに伴い, これまで協力してきた
事業については支援室としての協力ではなく, 運営委員
以外の教員を含めた教員個人での対応に移行してきた.
その結果, 2013 年度は支援室としての事業への協力は
なかった. その分, 両派遣事業の充実を進めるように尽
力してきたともいえる. 今後, 別の形での地域支援の在
り方については継続的な検討をしていくことが必要では
ないかと考えている.
〈2013 年度 子ども発達支援室構成員〉
子ども発達支援室長 堀 美和子 (子ども発達学部)
運営委員 柏倉 秀克 (社会福祉学部)
堀場 純矢 (社会福祉学部)
瀬地山葉矢 (子ども発達学部)
研究員 河合 裕子
新美 都子
日本福祉大学子ども発達学論集 第 7号 2015 年 1 月
― 74 ―
